
クラブ間ネットワーク構築
異分野間との共同事業

実施内容

連絡協議会の各種会議やイベントに参加。また、今年
度は障がい者スポーツの事業に参画し、先進的な取り
組みを行うクラブとその他のクラブとの交流を促した
り、勉強会などを行った。
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主な指導・助言内容

今年度は、障がい者スポーツ・レクリェーション活動基盤づくり事業の支援活動を行うことにより、よりクラブ
の事業に支援する立場が多かった。総合型クラブの財源確保には、クラブ会員の確保、そのための事業計画が必
要であるが、多くのクラブがこういったプロダクトのマネジメントができていない。これまでクラブマネジメン
トはどちらかというと組織的なマネジメントに重きが置かれていたが、事業マネジメントに力を入れていく必要
がある。組織マネジメントについては、極論からするとすべてのクラブがNPO法人になることも視野に入れたらど
うかと思う。行政は異動があり、より専門的な支援を行うことは限界を迎えている。NPO法人はナショナルスタン
ダードな制度として定着しつつあり、支援する側としてはその制度に合わせた支援をすればよく、情報公開が原
則なので、情報も得られやすい。こういったことを次年度以降はさらに力を入れていきたいと考える。
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都道府県内の
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4 回 創設準備クラブ 5 回 設立済クラブ

未設置市町村への普及・開発活動日数 20 日 4 日

実
施
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た
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派遣場所 未設置地域３ヵ所、創設準備クラブ５団体、設立済クラブ２０団体

派遣回数
総合型クラブ
未設置地域

未育成市町村への訪問は４ヵ所。新規クラブの設
立は２クラブ。
創設準備クラブ、１２団体へ平均１回訪問。設立
は来年度以降。

事業計画及び実績

年度当初計画 実績

総合型クラブへの指導日数 50 日 30 日

事業の成果

今年度は成果よりも課題がより多様化し、浮き彫りになった。地域での生涯スポーツの振興はより
多様化している。従来の狭義的な総合型地域スポーツクラブに加え、市町村体育協会の組織マネジ
メント、スポーツ少年団、NPO法人化や一般社団法人化、障がい者スポーツ、指定管理者制度な
ど、一体化した議論をしていかなければ本来のスポーツ振興に繋がらない。そのためには、行政の
意思決定的なものが必要なのだが、そこになかなか結びつかないことが多かった。行政は異動があ
るので、理解が深まるまで時間がかかり、現場レベルで活動はしてても意志決定権がアドバイザー
にはないので、そこからなかなか先に進まない。来年度は、手続的な基準をしっかり決めて事業を
進めていければと考える。

事業に対する評価

毎年度、未育成市町村やクラブ訪問などの数値的な目標を立ててはいるが、思うような訪問ができ
ていない。福岡県においては、前々より教育事務所のスポ担の先生方に基本的には訪問をしてもら
い、そこで何らかの課題があった場合、アドバイザーに連絡をいただくようにしている。しかしな
がら、行政は異動があり、異動してきたばかりの人が総合型の理解や支援策を講じるのには時間が
かかる。年々、相互の会合も減っており、情報共有ができなくなってきている現状でもある。ま
た、多くの資料作成なども求められており、その情報収集にも時間をかけている。現場には、個別
に要請があれば出向くようにはしているが、来年度は、少し個別に現場への訪問を積極的に行って
いきたいと考える。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

未育成市町村１０ヵ所へ２回訪問し、新規に６ク
ラブの設立。
創設準備クラブの３団体へ５回訪問し、全てのク
ラブを設立

月 31 日

配置日数 82 日

日 ～ 平成 30 年 3

事業名 福岡県クラブアドバイザー配置事業

配置状況
配置期間 平成 29 年 4 月 1

事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 クラブアドバイザー配置事業

助成事業者名 公益財団法人福岡県体育協会

実施した

実施しなかった



事業名 福岡県クラブアドバイザー配置事業

事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 クラブアドバイザー配置事業

助成事業者名 公益財団法人福岡県体育協会

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法
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事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)
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情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）

理由：（　　　　　　　　　　）

HPで事業の実施を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で事業の実施を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、事業の実施を告知した

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

行った

行わなかった


